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最近の省エネ、関連補助金の動向と
断熱化の方法（外張り断熱編）

2022年11月29日
㈱カネカ

山田

１．省エネルギー基準

１ʷ１ 省エネ法と住宅の省エネルギー基準
【省エネ法】
石油危機を契機として昭和５４年にエネルギーの使用の合理化に関する法律（省エネ法）が制定
「内外の燃料資源の有効な利用の確保」と
「工場・事業場、輸送、建築物、機械機器についてのエネルギーの使用の合理化を総合的に進め

るためのエネルギーをめぐる経済的社会的環境に応じた必要な措置を講ずる」
ことなどが目的

【住宅の省エネ基準】
省エネ法に基づいて住宅の省エネ基準（以下の２つの告示）が1980年（昭和５５年）に制定され
た。
「住宅に係るエネルギーの使用の合理化に関する建築主の判断の基準」 および
「住宅に係るエネルギーの使用の合理化に関する設計及び施工の指針」

住宅の省エネルギー性能の水準などを詳細に定めた

例えば、東京、木造軸組み住宅の場合、
天井GW12ｋ40㎜、壁ＧＷ充填12ｋ30㎜、床押出法ポリスチレンフォーム3種15㎜の断熱材を
施工する基準になっている。
財団法人住宅金融支援機構のフラット35を利用する場合に、住宅の断熱性能の基準として今も
使われています。

１．省エネルギー基準

１ʷ２ 住宅の省エネルギー基準の変遷

暖冷房エネルギー消費量が減少
省エネ性能が向上、断熱強化

昭和５５年に住宅の省エネ基準が制定されてから、複数回の改正されている。
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（6地域、在来軸組み、床断熱、押出法ポリスチレンフォーム３種；
熱伝導率＝0.028W/mkを断熱材として使用した場合の断熱材の厚さ）
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参考）
化石燃料、原子力燃料、水力・太陽光など自然から得られるエネルギー を「一次エネルギー」、これらを変換・加工して得られ
るエネルギー（電気、灯油、都市ガス等）を 「二次エネルギー」 といいます。
住宅では「二次エネルギー」が多く使用されていますが、それを「一次エネルギー」消費量に変換することにより、総エネルギー
消費量を同じ単位（MJ、GJ）で求めることで比較できるようになります。

１．住宅の省エネルギー基準

１ʷ３ 平成２５年省エネルギー基準

参考）国交省「省エネ基準の改正の概要」
国交省「住宅・建築物の省エネルギー基準 平成25年改正のポイント」
EPF工業会 「平成25年改正省エネルギー基準 住宅辺（木造戸建て住宅中心）カタログ

【省エネ基準の改正の背景と理由】
・建物全体の省エネルギー性能をよりわかりやすく把握できる基準とするため、

「一次エネルギー消費量」を指標とした建物全体の省エネルギー性能を評価する基準に改正。

・外壁や窓の断熱性
・設備の性能

（暖冷房、換気、照明、給湯 等）
・太陽光発電等による創エネルギーの

取組
総合的に評価

・ヒートショックや結露の防止など、居住
者の健康に配慮した適切な温熱環境を確
保する観点から平成１１年基準レベルの
断熱性能を求める。

・断熱性能に関する指標を熱損失係数（Q
値）から外皮平均熱貫流率（UA値）へ
変更

・日射遮蔽性能に関する指標を夏期日射取
得率（μ値）から冷房期の平均日射熱取
得率（ηA値）へ変更。

Q値 ＝建物から逃げる熱量／延べ床面積

Ua値 ＝建物から逃げる熱量／外皮面積（屋根、壁、床）

「低炭素社会に向けた住まいと住まい方」の推進方策について
中間とりまとめ （平成２４(2012）年７月 経済産業省 国土交通省 環境省）

１．住宅の省エネルギー基準

１ʷ４ 住まいと住まい方の推進に関する工程表

新築住宅：段階的に適合義務化

既築住宅：支援、見える化、省エネ性能評価・表示等
省エネ改修の促進
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１ʷ５ 建築物の省エネルギー性能の向上に関する法律（平成27年）

１．住宅の省エネルギー基準

１ʷ６ 建築物の省エネルギー性能の向上に関する法律（令和元年） 背景①

１．住宅の省エネルギー基準

１ʷ６ 建築物の省エネルギー性能の向上に関する法律（令和元年）背景②

１．住宅の省エネルギー基準

１ʷ６ 建築物の省エネルギー性能の向上に関する法律（令和元年）背景③

１．住宅の省エネルギー基準

１ʷ６ 建築物の省エネルギー性能の向上に関する法律（令和元年）

１．住宅の省エネルギー基準

１ʷ６ 建築物の省エネルギー性能の向上に関する法律（令和元年）改正後

１．住宅の省エネルギー基準
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１ʷ６ 建築物の省エネルギー性能の向上に関する法律 最新 背景

１．住宅の省エネルギー基準

１ʷ６ 建築物の省エネルギー性能の向上に関する法律 最新

１．住宅の省エネルギー基準

１ʷ６ 建築物の省エネルギー性能の向上に関する法律 最新

１．住宅の省エネルギー基準

１ʷ６ 建築物の省エネルギー性能の向上に関する法律 最新

１．住宅の省エネルギー基準

１ʷ６ 建築物の省エネルギー性能の向上に関する法律

１．住宅の省エネルギー基準

１ʷ６ 省エネ関係の今後のスケジュール

１．住宅の省エネルギー基準
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２．断熱リフォーム

２ʷ１ 断熱リフォームとは

暑い 寒い

結露する、かびる

(一社）日本建材・住宅設備産業協会 エネルギー・環境委員会／断熱材普及部会 HPより

断熱リフォームをする事で、
もっと快適な環境に

・断熱材を施工する。
（屋根、天井、壁、床）

・開口部の性能を高める
（内窓を取り付けたり、
ガラスを複層ガラスに
換える）

２ʷ２ 断熱リフォームの効果 断熱改修等による居住者の健康への影響調査）

２．断熱リフォーム

住宅内の室温の変化が居住者の健康に与える影響とは?調査結果から得られつつある「新たな知見」について報告します
～断熱改修等による居住者の健康への影響調査 中間報告（第３回）～ 国交省資料 報道発表資料より 平成31年1月24日

２ʷ２ 断熱リフォームの効果 断熱改修等による居住者の健康への影響調査）

２．断熱リフォーム

住宅内の室温の変化が居住者の健康に与える影響とは?調査結果から得られつつある「新たな知見」について報告します
～断熱改修等による居住者の健康への影響調査 中間報告（第３回）～ 国交省資料 報道発表資料より 平成31年1月24日

２ʷ２ 断熱リフォームの効果 断熱改修等による居住者の健康への影響調査）

２．断熱リフォーム

住宅内の室温の変化が居住者の健康に与える影響とは?調査結果から得られつつある「新たな知見」について報告します
～断熱改修等による居住者の健康への影響調査 中間報告（第３回）～ 国交省資料 報道発表資料より 平成31年1月24日

２ʷ２ 断熱リフォームの効果 断熱改修等による居住者の健康への影響調査）

２．断熱リフォーム

住宅内の室温の変化が居住者の健康に与える影響とは?調査結果から得られつつある「新たな知見」について報告します
～断熱改修等による居住者の健康への影響調査 中間報告（第３回）～ 国交省資料 報道発表資料より 平成31年1月24日

２ʷ２ 断熱リフォームの効果 断熱改修等による居住者の健康への影響調査）

２．断熱リフォーム

住宅内の室温の変化が居住者の健康に与える影響とは?調査結果から得られつつある「新たな知見」について報告します
～断熱改修等による居住者の健康への影響調査 中間報告（第３回）～ 国交省資料 報道発表資料より 平成31年1月24日
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２ʷ２ 断熱リフォームの効果 断熱改修等による居住者の健康への影響調査）

２．断熱リフォーム

住宅内の室温の変化が居住者の健康に与える影響とは?調査結果から得られつつある「新たな知見」について報告します
～断熱改修等による居住者の健康への影響調査 中間報告（第３回）～ 国交省資料 報道発表資料より 平成31年1月24日

２ʷ２ 断熱リフォームの効果 断熱改修等による居住者の健康への影響調査）

２．断熱リフォーム

住宅内の室温の変化が居住者の健康に与える影響とは?調査結果から得られつつある「新たな知見」について報告します
～断熱改修等による居住者の健康への影響調査 中間報告（第３回）～ 国交省資料 報道発表資料より 平成31年1月24日

27

２．断熱リフォーム

２ʷ３ 断熱材の種類

断熱材

繊維系

発泡系

無機繊維系

木質繊維系

その他繊維系

グラスウール

ロックウール

セルローズファイバー

インシュレーションボード

ビーズ法ポリスチレンフォーム

ポリウレタンフォーム

フェノールフォーム

ポリエチレンフォーム

熱可塑性樹脂系

熱硬化性樹脂系

有機繊維、羊毛繊維、他

押出法ポリスチレンフォーム

２．断熱リフォーム

２ʷ４ 断熱化の効果

財団法人 建築環境・省エネルギー機構「住宅の熱環境計画」平成11年省エネルギー基準に基づく快適な住まいづくり 第4章躯体の計画より
一般社団法人 日本サステナブル建築協会 「住宅の省エネ基準 早わかりガイド」
経済産業省資源エネルギー庁 一般向け省エネ情報＞住宅による省エネ より

夏 外気の温度 ＞ 室内の温度 冬 外気の温度 ＜ 室内の温度

熱の移動をなるべく少なくする
⇒ 少ないエネルギーで効率よく暖冷房を。

２ʷ５ 断熱リフォーム

２．断熱リフォーム

断
熱

夏暑い家

冬寒い家

断熱材

全体を断熱化、部分的に断熱化、その他（床に断熱畳・・・）
⇒リフォーム（改修）前と後で、家の断熱性能を向上させる。
・・・体感する以外にサーモグラフィ画像等で確認できる

「環境省」平成２２～２４年度地球温暖化対策技術開発事業
「国土交通省」平成２０年度 建築関連先導技術開発助成事業

「経済産業省」平成２４年度 ものづくり試作開発等支援補助金
「国土交通省」平成２３年度 住宅市場技術基盤強化推進事業

東京大学生産技術研究所 加藤信研究室共同研究

補助金

RR

２ʷ６ 断熱診断
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■2018年 国際標準規格:ISO（ISO 9869-2）

部位の実測U値 → UA値

■2022年 日本産業規格:JIS（JIS A1495）

令和4年3月25日 JIS制定

令和４年度 東京都既存住宅省エネ改修促進事
業 省エネ診断において「JJJ 断熱診断」が補助対象として認められた。

改修によってZEHレベルが求めらるため、既存の断熱性能が高いことが条件

高性能な自社OB物件を「JJJ 断熱診断」でPRできる

個別に
利用可能

JJJ断熱診断
だけでも
補助金対象に JJJ 断熱診断の

概要 と 仕組み

■ソフトA ＋ Jセンサー ＋ 赤外線カメラ

現場で熱貫流率（U値）を実測し数値化

⇒ 性能を見える化

実測ベースのシミュレーション

⇒ 建物燃費を明確に

■赤外線カメラ

非破壊で筋かいの有無

雨漏れ・結露の有無を確認

⇒ 耐震・劣化チェック

改修前後の建物燃費を比較

⇒ ユーザーに分かりやすい提案

1

2

3

■ソフトＢ

現在の省エネ性能の評価方法

設計評価 （28省エネ基準、⾧期優良、低炭素、性能表示（設計）、ZEH･･･）UA値

・施工精度（断熱材の入れ方、通気止めの有無･･･）
・経年劣化（断熱材自体の性能低下、躯体の痩せ･･･）
・結露、雨漏れ（断熱材の性能低下、ずれ落ち･･･）

設計性能と実性能に相違

■新築時の最も性能の良い状態で評価

■遮熱材や蓄熱材の効果は考慮できない
・遮熱塗料やアルミシート等による遮熱性能は評価できない
・蓄熱材による日射侵入の抑制や日射熱の蓄熱の省エネ効果が評価できない

JJJ断熱診断でリアルな実性能（Ｕ値）測定が可能

+
一次エネルギー消費量

31 32

33 34

35 36



2022/11/22

7

新 築 市 場
・断熱性能が現場で発揮されているか不明確（設計評価のみのため）
・居住後の維持管理が不十分（建物価値の低下）

リフォーム 市 場 ・既存住宅の内、現行基準レベルの住宅は10%程度（2017年推計）

→ 性能向上Rによるメリットが居住者に伝わりにくい
→ 築20～30年（新省エネレベル以上）の物件に対する提案が難しい

「JJJ 断熱診断」によって課題を解決

〇 引渡し前に、断熱診断による性能確認・・・「設計U値 ≧ 実測U値」の確認
〇 定期点検で断熱診断を実施・・・建物の不具合を把握

〇 断熱診断により建物の性能把握・・・ユーザーニーズに合わせた改修提案
〇 ある程度、性能を保持している建物であれば、窓の交換だけで十分

・・・補助金も合わせて提案が可能

（課題）

（対応）

（課題）

（対応）

中 古 住 宅 市 場
・木造住宅は、築20～25年で価値ゼロとなる（適切に評価されない）

・購入者にとって、建物の状態や性能が分からず不安

空 き 家 ・流通予定の無い空き家が318万戸（内、70%が戸建て住宅で年々増加）

・利活用できるのか除却すべきか調査が不十分

○ 建物総合評価の実施・・・査定時に性能考慮して適正価格で売買
○ 断熱診断により、建物の省エネ性能や燃費を把握・・・安心して購入

○ 建物総合評価により建物の性能・家寿命を把握
・・・運用可能かどうか判断

※建物総合評価
インスペクション（耐久診断）と耐震診断の断熱診断を加えることで、建物を総合的に評価し

、
ユーザーに分かりやすくランクと家寿命で表示する。

（課題）

（対応）

（課題）

（対応）

室 外

測定壁面

①環境温度計(外)

熱電対

③赤外線カメラ

②環境温度計(内)

室 内

④専用プログラム

■対 象:木造住宅など
■環境条件:室内外の温度差10℃以上
■測定時間:夜間（簡易式の場合は、日射が当たら

ない箇所であれば日中でも可）
■測定期間:3時間程度

（簡易式の場合、10分以上）

Q=h(θn－θs)A

(θni－θne)A

A:部位の面積
h:総合熱伝達率
θn:環境温度
θs:表面温度
θni:測定部位の室内側の環境温度
θne:測定部位の外気側の環境温度
Q:部位の通過熱流量

U=
Q

①環境温度計(外)

②環境温度計(内)

③測定状況（赤外線カメラ）

④専用プログラム

熱画像

JJJ 断熱診断の
実施方法 と 流れ

37 38
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・環境温度計（屋内/屋外）
・センサー親機
・専用ケース

・J ソフトA
（データ＋USBキー）

・J ソフトB
（データ＋USBキー）

※オプション

J センサー

J ソフト 赤外線カメラ

・FLIR E54
（赤外線カメラ）

・USBケーブル
・充電器
・予備バッテリー

FLIR E6xt FLIR E54

三脚に固定するため
のネジ穴が無いため
クランプで固定する

カメラの電源を確保するため、専用のUSBハブを
経由してパソコンに接続する

OR

J ソフトＡ
・現場でU値を実測するためのプログラム
・1分～10分間隔でデータを集積し自動計算
・平均の算出と報告書作成

メイン画面

OS:Windoes10,7,Vista,XP

見やすく、簡単操作で
診断を開始

リアルタイムに
測定結果を表示

報告書も短時間で
作成可能

グラフで環境変化が
良く分かる

トレンドグラフ

USBキー

1.測定準備

2.建物確認～機器設置

3.測定開始（0時 ～ 6時までのデータを取得）

4.測定終了

・測定物件確認等（断熱仕様、測定室）

・暖房開始
・赤外線カメラ、センサー類の設置

・各センサーの温度の安定を確認
・測定開始

・安定したデータの取得を確認
・測定終了

16:00

16:30

9:00

5.測定機器回収

・赤外線カメラ、センサー類の回収

9:30

前日

1日目

2日目

該当する
断熱基準レベルも表示

２．断熱リフォーム

２ʷ７ 断熱の効果（２）

断熱材なしの屋根ウラ表面温度

５０℃以上

断熱材ありの屋根ウラ表面温度

（屋根断熱遮熱パネル施工後）

１０℃以上低減

３５℃

５５℃ ５５℃

３５℃

43 44

45 46

47 48
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２．断熱リフォーム
２ʷ７ 断熱の効果（３） 壁内張り断熱リフォーム（冬データ）

外気温 4.0℃ 1Ｆ リビング 暖房ON 壁（東面） 表面温度 19～20℃

（壁内張り 断熱パネル施工後）

※実測値であり、保証値ではありません。

断熱化によって、屋外の暑さ・寒さの影響を和らげる事が出来ます
50

２．断熱リフォーム

２ʷ８ 実例紹介（１） 外張り断熱工法 ＜新築＞

基礎外断熱施工例（北海道）

51

２．断熱リフォーム

２ʷ８ 実例紹介（２） 外張り断熱工法 ＜新築＞

壁外張り断熱施工例

52

２．断熱リフォーム

壁外張り断熱施工例
２ʷ８ 実例紹介（３） 外張り断熱工法 ＜新築＞

53

２．断熱リフォーム

２ʷ８ 実例紹介（４） 外張り断熱工法 ＜新築＞

屋根外張り断熱施工例

54

２．断熱リフォーム

カネライト
フォームスー
パーE-Ⅲ

屋根外張り断熱施工例

２ʷ８ 実例紹介（５） 外張り断熱工法 ＜新築＞

49 50

51 52

53 54
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55

２．断熱リフォーム

２ʷ８ 実例紹介（６） 床 充填断熱施工例 ＜リフォーム＞

カネライトオメガ

56

２．断熱リフォーム

２ʷ８ 実例紹介（７） 壁／屋根 充填断熱施工例 ＜リフォーム＞

断熱材目地部
：気密テープ処理

57

３．製品紹介

・床用断熱材 カネライトオメガ （実例紹介に記載）

・壁用断熱材 壁内張り断熱内装パネル

・屋根用断熱材 屋根用断熱遮熱パネル

・高性能断熱材 カネライトフォームスーパーＥＸ

カネライトフォームFＸ

58

３．製品紹介

壁用断熱材 壁や窓の冷気が気になるなら

壁内張り断熱内装パネル：
断熱材（ｶﾈﾗｲﾄﾌｫｰﾑｽｰﾊﾟｰＥ-Ⅲ）とせっこうボードを一体化

内窓の設置と合わせて、部屋の内側からパネルを施工します。

壁内張り断熱
内装パネル

59

３．製品紹介

屋根断熱遮熱パネル：
断熱材表面にアルミ面材を貼り付け、断熱性能に遮熱機能を付加

屋根断熱遮熱パネル 施工例

屋根用断熱材 ２階の暑さが気になるなら

60

３．製品紹介

項目 単位 カネライトフォームスーパーE-Ⅲ カネライトフォームスーパーEX 試験法

熱伝導率 W/m・K 0.028以下 0.024以下 JIS A9511

圧縮強さ N/cm2 20以上 20以上 JIS A9511

曲げ強さ N/cm2 25以上 25以上 JIS A9511

吸水量 g/100cm2 0.01以下 0.01以下 JIS A9511

透湿係数 ng/m2・s・Pa 145以下 145以下 JIS A9511

燃焼性 合格 合格 JIS A9511

断熱性能が１５％アップ

従来よりも断熱性に優れたＸＰＳを開発
さらなる省エネ化に貢献

高性能断熱材

55 56

57 58

59 60
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61

３．製品紹介

項目 単位 カネライトフォームスーパーE-Ⅲ カネライトフォーム FX 試験法

熱伝導率 W/m・K 0.028以下 0.022以下 JIS A9511

圧縮強さ N/cm2 20以上 20以上 JIS A9511

曲げ強さ N/cm2 25以上 25以上 JIS A9511

吸水量 g/100cm2 0.01以下 0.01以下 JIS A9511

透湿係数 ng/m2・s・Pa 145以下 145以下 JIS A9511

燃焼性 合格 合格 JIS A9511

断熱性能が２０％アップ

高性能断熱材

カネライトフォーム®ＦＸ
熱伝導率 0.022W/(m・K)

断熱性能最高レベル
Ｆランクを達成

62

４．住宅のリフォーム支援制度

４ʷ１ 支援制度一覧 （抜粋）

 こどもみらい住宅支援事業（国交省）
省エネ性能を有する住宅ストックの形成を図るために、住宅の省エネ改修等に対
して国が支援する事業です。

 住宅エコリフォーム推進事業（国交省）

カーボンニュートラルの実現に向け、住宅ストックの省エネ化を推進するため、
住宅をZEHレベルの高い省エネ性能へ改修する取組に対して、国が支援を行いま
す。

 ⾧期優良住宅化リフォーム推進事業（国交省）

良質な住宅ストックの形成や、子育てしやすい生活環境の整備等を図るため、既
存住宅の⾧寿命化や省エネ化等に資する性能向上リフォームや子育て世帯向け改
修に対し、国が支援する事業です。

   住宅 建築物安全ストック形成事業（国交省）

地震の際の住宅・建築物の倒壊等による被害の軽減を図るため、多くの地方自治
体では、耐震診断・耐震改修に対する補助を実施しています。補助の対象となる
区域、規模、敷地、建物用途等の要件は、お住いの市区町村により異なります。

 次世代省エネ建材の実証支援事業（経産省）

既存住宅における消費者の多様なニーズに対応することで、省エネ改修の促進が
期待される工期短縮可能な高性能断熱材や、快適性向上にも資する蓄熱・調室建
材等の次世代省エネ建材の効果の実証を支援する事業です。

 既存住宅における断熱リフォーム支援事業（環境省）

省エネ効果（15％以上）が見込まれる高性能建材（断熱材、ガラス、窓、玄関
ドア）を用いた住宅の断熱リフォームを支援する事業です。対象となる改修工事
に係る経費の一部について補助金が交付されます。

 介護保険法にもとづく住宅改修費の支給（厚労省）

介護保険においては、要支援及び要介護の認定を受けた方の一定の住宅改修（段
差の解消や手すりの設置等）に対し、20万円まで（所得に応じて1割から3割自
己負担）支給します。

国

の

補

助

制

度

63

４．住宅のリフォーム支援制度

４ʷ１ 支援制度一覧 （抜粋）

 サービス付き高齢者向け住宅整備事業（国交省）

バリアフリー構造等を有し、介護・医療と連携して、高齢者を支援するサービス
を提供する「サービス付き高齢者向け住宅」として登録される住宅の整備事業を
公募し、予算の範囲内において、国が事業の実施に要する費用の一部を補助し支
援します

 住宅確保要配慮者専用賃貸住宅改修事業（国交省）

住宅に困窮する子育て世帯や高齢者世帯等の住宅確保要配慮者の増加に対応する
ため、住宅確保要配慮者専用賃貸住宅の整備に係る事業に対して費用の一部を補
助されます。

 こどもエコすまい支援事業（国交省）
高い省エネ性能（ＺＥＨレベル）を有する住宅の新築や、一定の要件を満たすリ
フォームを行う場合に所定の補助金を交付する事業です。

地方公共団体の補助制度  住宅リフォーム支援制度検索サイト（住宅リフォーム推進協議会ホームページ）

地方公共団体の補助制度は検索
サイトで調べることができま。

都道府県、区市町村・・・

４．住宅のリフォーム支援制度

４．住宅のリフォーム支援制度

61 62

63 64

65 66


